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2021 年度年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年４⽉１６⽇ 
● 事 業 名 ： ⼭村地域における若者の体験学習と継続的な交流の場の創出 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈ aichikara 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 （実績値の対象は、基本は 2021 年９⽉〜2022 年３⽉末。中間報告時に 9 ⽉を⼊れている場合は 10 ⽉からでも結構です） 
アウトプット 指標 目標値（達成時期） 達成時期 現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加人数等もわか

るように書いてください＝別紙一覧でも可) 

進捗状況

＊ 

1.様々な地域資源を活⽤した
若者向けのプログラムを作
成、実施する。 

①プログラム実施回
数 
②参加者数 

①年 5 回以上 
② 年間延べ 50 名程

度 

① 2022 年 3 月 

② 2023 年 3 月 

 

①10 回実施 

②44 名 

＜内訳＞ 

 7/17～18＠加子母 4 名 

 7/24～25＠加子母 4 名 

 8/6～8＠馬瀬     2 名 

 8/9～10＠馬瀬    2 名 

8/13～15＠馬瀬    2 名 

12/2,12/6＠online  19 名 

12/4～5＠馬瀬     2 名 

12/11～12＠馬瀬   2 名 

3/18～20＠馬瀬    5 名 

3/23～24＠馬瀬    2 名 

２ 

2.地域の具体的なニーズに基
づき地域の機能維持に資する
プログラムに若者の継続的・
積極的な参加を募る。 

①複数回参加者数、参
加回数、②複数年度参
加者数 

①12 名以上、年 3 回以
上 
②6 名以上（2022 年度
のみ） 
 

①2022 年 3 月 

②2023 年 3 月 

 

①年 2 回参加者 5 名 

３ 
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3.地域の⼦ども達が参加し、
地域との関わりを深めるプロ
グラムを継続的に実施する。 

①プログラム実施回
数、②参加者数、③地
域の学童等との連携
の有無 

①年 5 ⽇以上 
②年間延べ 30 名程度 
③あり 

①2022 年 3 月 

②2023 年 3 月 

①1 回 

②14 人 

③学童保育と連携可能 

３ 

4.プログラムへの地域住⺠の
参加、協⼒を得る。 

③ プ ロ グ ラ ム に 協
⼒ し 参 加 す る 地
域住⺠数 

15 名以上 2023 年 3 月 ②22 名（加子母 10 名、馬瀬 12 名）程度 

 ※連携団体除く 

２ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
②事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. 活動に関する報告 
・オンラインで⾺瀬について知ってもらう企画を南⾶騨⾺瀬川観光協会と連携して実施したところ 19 名の学⽣の参加があり、実地活動に参加した学⽣が⾺瀬で

の経験について発表してくれたり、実地活動への新たな参加希望者獲得につながるなど地域と活動を周知する機会となった。 
・感染状況により集うことが難しい、計画の延期や中⽌の判断を迫られるような期間にも、オンラインにより事前の案内や準備を進めることができた。 
・加⼦⺟では連携団体で加⼦⺟⽊匠塾がコロナの制約を受けつつも活動を継続しているため、オンラインでそちらの活動を後押しするような企画を実施できた。 
・昨年度に加⼦⺟⼩等と連携し、東濃ひのきを⽤いて東北被災地との交流企画を実施したことから、今年度は被災地から語り部の⽅をお招きして交流を継続する

計画であったが、感染拡⼤の影響により加⼦⺟に来ていただけなくなったため、被災地からのビデオレターとそれに対する加⼦⺟⼩からのお⼿紙により交流を
⾏った。 

・障害を持った⼦どもと合宿をする新企画では、そうした⼦ども達にとって⼭村の低刺激な環境が伸び伸びと過ごしやすいという新たな気づきを得られた。 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
・事前の健康チェック・簡易検査の実施、活動中の検温・⼿指消毒や換気等、使い捨てマスク常備 
・少⼈数による⼩規模企画とし、開催可能な時期に連続的に開催した。 
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③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 夏の草刈りボランティアの活動報告が(⼀社) ⾺瀬地⽅⾃然公園づくり協議会のフォトコンテストで⼊賞。 

草刈りフォトコンテスト結果発表 | (⼀社) ⾺瀬地⽅⾃然公園づくり協議会 (maze-park.or.jp) 
2.広報制作物等 

  地域の協⼒を得ながら、⾄学館⼤学向けに企画への参加募集チラシを作成（5 企画分） 
3.報告書等 

  ・⾺瀬川プロデュースを中⼼に、連携団体と「⾃然と⽣きる若者ら通信 vol.2」を作成 
  ・活動報告について団体 facebook、Instagram で発信 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 



4 

⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：コンプライアンス委員会を設けていない。また、対象となる不正⾏為はなかった。 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

    
 

   


